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編 集 後 記

へ

本号には正月 らしい 景気の よい話で も書けば まいのであるが この原稿を書いているのは年 末で もあるし あ

ま り天下泰平を並べ る気分 にもな らず つ い不平不満の方へ ペンが向 く・

医療費は法律で きび しく決め られてお り これ を値上げす る事 は甚だ困難で 大騒動のあげ く 雀 の涙ほ どの

偉上げが認め られ る.医 療費は国民生活に重大な関係があるとの理 由で 不当に低 く押え られ そのしわ寄せが医

者にかかつて来る.と ころが鉄道料金 とか郵便料等は 比較的簡単に上が り その際に労組等 の反対 もない・一般

国民は 仕方がない と黙つている.こ れ らの料金 も国民生活に重大 な関係があ るのだか ら 簡単に上げてはな らぬ

筈だ.近 頃は諸物価 殊に野菜等の値上が りが著 しいよ うだ.2倍3倍 との事 だ.散 髪料等 もどん どん上がる・

野菜 も散髪 も必要な ものだ.こ んな ものには統制はないのか.統 制のあ るものとない ものとの関係は どうなつ てい

るのか.

大工 植木屋 石工等の公定 日当が1200-1800円 等 と新聞に出てい るが この計算では 月収4万 円程 になる.大

学 医学部を卒業 し 何年か経ち 助手になつた初任給は1万 数千円である.厚 生省がポ リオ生 ワクチソの実施に際

してか り出した医者の1日 の報酬は 千円であつた.一 人前の医者になるには 長い年月 と多大の費用 とを要す

る.そ の間'給 料 どころか 授業料や研究費 生活費を出 さねばな らぬ.そ れは親か らの仕送 りより他に方法はな

い ・親がしつか り七ていなければ 医者にはなれぬ.然 も 医者になつてか らの報酬が斯 くの如 くであ る.医 者に

な るのは道楽や慈善ρた孕ではない,粟 に病院に於け る勤務医の定員が少い.ス トをや らね ば定 員増加は実現 しな

いのか 。又 職1場ρ輝殻のわ るさに驚メびき程だ.そ の改善 も殆 ど望 まれない.即 ち勤務医は 低 い待遇 少 い定

員 不備な設備にて仕事をしているのである.こ れでは医者に成 り手がな くなるのは明 らか であ る.こ れ は政治鋳

わるいのである㌦又 医者の中でも 比 較的上層にあ る者は 積極的に改革 しよ うとの熱意 に乏 しい憾み もあ る.

い猟 に しても あ影 の矛酔 籍 愚 ま 絵 の乱れ る元であ り 医者 殊に勤務医や研究医の根元 蜥 つ よう

な世の中にな らぬ㌃ま.うに 今か ら充分の戒心が必要である(昭 和37年1月).

,購μ1読・要 項

1.溌 行嫁毎月(年12回)と する.年 間購読老を以て会員 とする.

2.会 員は年間料金1,200円 を前納す る.1冊 料金120円,払 込みは振 替口座番号京都4772番

泌尿器科紀薯 縮集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位 ,自 宅開業の別,

送金方法等を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

L原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床 報 告,そ の他,寄 稿者 は年 間 購 読 者 に 限 る .

2.原 稿 の 長 さは 制 限 しな い が簡 潔 に す る.

3.原 稿 は横 書 き,当 用漢 字,平 仮 名,新 仮 名 使 い を用 い,片 仮 名 に は括 孤 を 要 しな い ,

字 詰原 稿 用紙 を 用い る こと.附 表,附 図 は な るべ く欧文 にす る こ と.

4,文 献 の書 式 は 次 の如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数 ,年 次.

例.中 野:泌 尿 紀要,1=110,昭30.Lazarus,J.A .:J.Urol.,45=527,1941.

5.

400

300語 以内の欧文抄録を記 し,之 には欧文の標題 ,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附 け,

なるぺ くタイプライターを用い ること.希 望の場合 は当編集部にて醗訳 します 抄録用の原稿を

送 ること.醗 訳の実費は申受 く,

6・ 臓 料は 頓 迄顯6・ ・円・それ 以上の頁・アー 順 ,図 表,写 真醸 費を申受ける.別

冊20部 撫 料辮 ・それ以上は実費を徽 する・この場合には予め希望部数を申込む ・8
.特 別

掲載も考慮する.

7.校 正は初校 のみ著者校正 とし,再 校以降は編集者が行 う
.

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病 院 泌尿器科 紀要編集部
.




